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新しい英語の教材観  
神 保 尚 武  
英語の教材を作成する時に，応用言語学のさまざまな知見が影響を与える。  
特に，語用論（pragmatics）と談話分析（discousrseanalysis）とシラバス論  
は，教材作成者に大きな影響を与えている。   
Ⅰ．語用論とは何か？  
社会言語学者のデル・ハイムズが“Thereareru1esofuse，withoutwhichthe  
rulesofgrammarwouldbeuseless．”（D．Hymes，1966：15）「言語使用の規則があ  
り，それなしでは文法の規則は役立たない」と喝破してから，言語使用に関す  
る研究が盛んになった。語用論とは，基本的に言語使用の原理を研究する，学問  
である－。文法は言語の抽象的形式体系を明らかにしようとするのに村して，語  
用論は言語使用の原理や規則を明らかにしようとする。両者は，互いに排除し  
あうものではなく，1）－チが指摘するように相補的である（Leech，1983）。さ  
らに，文法的説明は形式的な性格を持ち，語用論的説明は機能的な性格を有し  
ている（Leech，1983）。語用論は，要約すれば，“thestudyoftheuseoflan－   
guageincommunication，particularlytherelationshipbetweensentencesandthe  
contextsandsituationsinwhichtheyareused’一（LDAL）、「コミュニケーション  
における言語使用，特に文が使用される文脈や状況と文の関係についての研  
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究」（ロングマン応用言語学辞典，以下「ロングマン」に省略）である。語用  
論の研究は以下の分野を含むとされている。“（a）howtheinterpretationand  
useofUTTERANCEdependsonknowledgeofthe realworld（b）how speakers  
use and understand SPEECH ACTS（c）how the structure ofsentencesisinflu－  
encedbytherelationshipbetweenthespeakerandthehearer．”（LDAL）「（a）発  
話の解釈と使用はどのように実世界の知識に依存するか。（b）話し手は発話行  
為をどのように行ない，理解するか。（c）文の構造は，話し手と聞き手の関係  
によってどのように影響されるか」（ロングマン）。このような研究が，教材作  
成者に大きな影響を与え，より現実に発話されていることばに近いテキストを  
創作する辛がかりを与えている。   
Ⅱ．談話分析とは何か？  
談話とは，“ageneraltermforexamplesoflanguageuse，i．e．1anguagewhich  
hasbeenproducedastheresultofanactofcommunication’．（LDAL）「言語使用，  
つまり伝達行為の結果として生み出された言語の実例を表す一般的用語」（ロ  
ングマン）である。談話分析は，“thestudyofhowsentencesinspokenand  
Writtenlanguage formlarger meaningfulunits such as paragraphs，COnVerSa－  
tions，interviews，etC．”（LDAL）「音声言語と書記言語で，文がいかにしてパラ  
グラフや会話や対談などのより大きな意味のある単位を形成するかについての  
研究」（ロングマン）である。主な研究分野として，“（a）howthechoiceof  
articles，prOnOunS，and tenses affects the structure of the discotlrSe（b）the re－  
1ationship between utterancesin a discourse（c）the MOVES made by the   
Speakertointroduce anewtopic，Changethetopie，OraSSertahigherROLERE－  
LATIONSHIPtotheotherparticipants”（LDAL）「（a）冠詞や代名詞や時制の選  
択が談話の構造にどのような影響を与えるか（b）談話における発話著聞の関  
係（c）新しい話題を導入したり，話題を変えたり，他の関与者に対してより   
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高い役割関係を主張するために話し手が行う展開」（ロングマン）などがある。   
談話分析の中でも，会話分析がダイアログをテキスト化するときに大いに役  
立つ。Grice（1967）は，会話の原則として次の4点をあげている。（a）The   
maxim of quantity：give as muchinformation asis needed．（b）The maxim of   
quality：Speak truthfully．（c）The maxim of relevance：Say things that are  
relevant．（d）Themaximofmanner二Saythingsclearly and briefly．（a）量の原  
則：必要なだけの情報を与える（b）質の原則：正直に話す（c）関係の原則  
：関係のあることを言う（d）話し方の原則：はっきりと簡潔に言う。これら  
の4点は，協調の原則（theCo－OperativePrinciple）と言うこともある。会話  
をしている人は，よい関係を維持するために，互いに協力関係にあるという原  
則である。   
Ⅲ．シラバスの変遷  
シラバスは，“adescriptionofacourseofinstruCtionandtheorderinwhich  
theyaretobetatlght”「授業で何を教え，それをどのような順序で教えるかを  
記述したもの」（ロングマン）である。シラバス（syllabus）ということばの  
最初の登場がOEDによれば1899年であり，本格的に論議されるよになったの  
は20世紀中葉からである。  
A．シラバスの始まり   
英語教育におけるシラバスの萌芽はHaroldPalmer（1877－1949）に遡ること  
ができる。パーマーは，まず構造の難易度による配列（struCturalgrading）を  
主張した。配列というのは，容易な段階で既知のものから未知のものへと移っ  
ていくこと（passingfromtheknowntotheunknownineasystages）というこ  
とである。そして，シラバスということばこそ使用していないが，「理想的な  
標準プログラム」（theIdealStandardProgramme）を1917年に発表している。  
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できる限り母語を使用せずに，口頭作業を中心として，外国語とその意味を直  
接結びつける習慣を学習者に形成させようとする教授法，即ちオーラル・メ  
ソッド（OralMethod）が確立された。英語学習の段階を（threestages）に分  
け，第1段階はIntroductoryでidentification（照合一致）できること，第2  
段階はIntermediateでfusion（融合合体）できること，第3段階はAdvanced  
でoperation（総合作用）できることである（1921）。この段階を踏んで学習す  
るためには，次の5つの習性を養わなければならないとした（1927）。即ち，  
1）auditoryobservation（耳による観察）2）oralimitation（口による再現）  
3）catenizing（口ならし）4）semanticizing（聴覚像と意味の融合）5）com－  
positionbyanalogy（類推による文の構成）である。このように，パーマーは，  
教授法に関しては1つのモデルを提示したが，シラバスに関しては大まかな考  
え方をしていたにすぎない。  
B．シラバスの発展   
次に，シラバスの発展に寄与したのはA．S．Hornby（1898－1978）である。  
ホーンピーは，動詞の用法を25verbpatternsintables（動詞の25型）に整理  
し，構造を難易度で配列した（1959）。その改訂版（1975）では，冒頭に「序  
説・話しことば」が加えられ，動詞型の配列がbe動詞，自動詞，他動詞の順  
に変えられた。なお，第5部の「いろいろな概念とその表し方」は，nOtional  
syllabus（概念シラバス）の原型の1つである。  
C．シラバスの完成  
1940年代の中葉に始まり1970年代の初頭まで続いたaudiolingualmethodあ  
るいは（aural－）oralapproachにおいてシラバスは1つの完成をみた。理論的  
にほCharlesC．Fries＼（1887－1967）などの構造主義言語学と行動心理学の考え  
方を基盤としていた。その特徴を整理してみよう。まず，基本的な言語材料  
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（音体系，文型，語彙）をtheideaofstructuralgrading（難易度による構造  
配列の考え方）に基づき提示した。特に，aSentenCe－patterngrammar（基本的  
な文法の型）を示し，構造型をsuccessivesma11stepsofcontrast（構造の対照  
の連続的小さな段階）で配列することを原則とした。このようにして，言語材  
科の指導内容が明示されたことが大きな収穫であった。  
D．シラバスの種類   
シラバスには基本的に次のような種類がある。  
1）StructuralSyllabus（構造シラバス）   
構造シラバスは，“aSyllabusfortheteachingofalanguagewhichisbased  
On a Selection of the grammaticalitems and structures（eg tenses，grammatical   
rules，SentenCepatternS）whichocctlrin alanguageand thearrangementofthem  
intoanordersuitableforteaehing”（LDAL）「ある言語で生じる文法項目，時制，  
文法規則，文型など，を選択し，それを教えるのに適した順序に配列した言語  
教授シラバス」（ロングマン）である。配列の基準は次の通りである。即ち，  
“Theorder，OfintroducinggrammaticalitemsandstruCtureSinastructuralsyl－   
1abus may be based on such factors as frequency，difficulty，uSefulness，Or COm－  
binationofthese．”（LDAL）「構造シラバスでは文法項目と構造を導入する順序  
は，頻度，難易度，有用性，またはその組み合わせといった要素に基づく」  
（ロングマン）。その最大の特徴は，linearsequncingofstructures「構造の直  
線的配列」である。極端な構造シラバスにおいては，教材の内容は重要ではな  
い。即ち，Contentisimmaterial（＝notimportant）inapurelystructuralsy11a－  
bus．ということになる。例えば，Thisisapen．というような文を場面抜きで  
提出した時代もかつてあった。   
2）situationalSyllabus（場面シラバス）   
場面シラバスは，“aSyllabusin whichthe selection，Organization，andpre－  
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Sentation oflanguageitemsis based on situations（egatthebank，atthe super－  
market，athome）”（LDAL）「言語項目の選択・編成・提示が場面，たとえば，  
銀行で，スーパーで，家庭で，に基づいているシラバス」（ロングマン）であ  
る。多くのいわゆる会話テキストはこのようなシラバスを用いている。   
3）situationalizedStructureSyllabus（場面化された構造シラバス）   
場面化された構造シラバスとは，構造シラバスと場面シラバスを結合させた  
ものである。即ち，Thestructureisselected fromthegradingsystem，thena  
situationiscreatedthatwilldemonstrateit．r’構造が配列段階から選択され，そ  
れを例示する場面が作られる」のである。1950年代と1960年代を通してこのよ  
うな考え方のシラバスが主流をなしていた。   
しかし，1960年代のおわりにはこのシラバスにも多くの疑問が投げかけられ  
るようになった。この事情をHowat（1984：280）は次のように総括している。  
By the end of the sixtiesit was clear that the situationalapproach as  
understoodin，for example，the audio－1ingualmethod．had ruriits course．  
There was no futurein continuing to pursue the chimera of predictinglan－  
guage on the basis of situationalevents．What was required was a c10Ser  
Study ofthelanguageitselfand a return to the traditionalconceptthatutter－  
ances carried meanlngin themselves and expressed theintentions of the  
Speakers and writers who created them．Languageis not just a set of  
StruCture－habits，nOr a CO11ection ofsituationally sensitive phraseslike CanI  
heLPyou？or Howdoyoudo．Itis a vehicle forthe comprehension and expres－  
Sionofmeanings．or‘notions’asJespersencalledthemin1924，andtheywere  
to be calledin the new modelof sy11abus construction being devisedin the   
earlyseventies．（60年代の終わりになると，例えばオーディオ・リンガ）L／メ   
ソッドとして理解されているような場面アプローチはその道程を終了した。   
場面の出来事を基盤として言語を予測するというような怪物を追い続けるこ   
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とに未来はなかった。必要だったのは，言語そのものの精密な研究であり，   
発話はそれ自体に意味があり発話した人の意図を表現していると。いう伝統的   
な考え方に回帰することだった。言語は，単に一連の構造と習慣ではないし，   
「何かご用でしょうか」とか「初めまして」というような場面に感度のよい   
慣用句の集合でもない。言語は，意味，または，1924年にイエスペルセンが   
名付け，また1970年代の初頭に作成された新しいシラバス構成のモデルでも   
そう名付けられた，「概念」の理解と表現の媒体である。）   
4）Notional－FunctionalSyllabus（概念・機能シラバス）   
概念・機能シラバスとは，“a Syllabusin which thelanguage contentis   
arranged accordingtothemeaningsalearnerneedstoexpressthrough1anguage  
andthefunctionsthelearnerswillusethelanguagefor”（LDAL）「言語内容が，  
学習者が言語を通して表現する必要のある意味と，学習者が言語を使う機能に  
したがって配列されるシラバス」（ロングマン）である。このシラバスには以  
下の項目が含まれる。（a）the meanings and concepts thelearner needsin  
Order to communicate（eg time，quantity，duration，location）and thelanguage   
needed to express them．Theseconceptsand meaningsareca11ed notions．（b）the   
languageneededtoexpressdifferentfunctionsorSPEECHACTS（egrequesting，  
suggesting，prOmising，describing）（LDAL）「（a）学習者がコミュニケーション  
を行うために必要な意味や概念，たとえば，時≠ 量，期間，位置，と，それを  
表現するために必要な言語。これらの概念や意味が概念（notion）と呼ばれる。  
（b）異なった機能（function）や発話行為，要請，提案，約束，記述など，を  
表現するために必要な言語」（ロングマン）。このシラバスは，オーラル・アプ  
ローチのような言語材料，特に文法中心のシラバスに対する反動として捉える  
ことができる。   
5）Integrated（Communicative）Syllabus（統合シラバス）   
続合シラバスとは，aSyllabusinwhichl），2）and4）areintegrated「1）と2）  
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と4）が統合されたシラバス」である。このシラバスで重要な事は，delicate  
balancingofstruCtureS．Situations，nOtions，functionsandtopics「構造と，場面  
と，概念と機能と主題をうまくかみ合わせること」である。構造は，直線型  
（1inear）ではなく，螺旋型（spiral）に提示される。そして，教材の内容が最重要で  
ある（contentisdecisive）。内容を持たせるためには，意味のある談話やテキスト  
の提示が必須である（presentationofmeaningfuldiscourseortextisessential）。  
最近のコミュニカティブ・アプローチを基盤とする教材作成者は統合シラバス  
を目指す傾向が強い。   
しかし，H．D．Brownが言うように，“Communicationisqualitativeandinfi－  
nite；aSyllabusisquantitativeandfinite．”（1987：215）「コミュニケーションは  
質的なもので無限のものである；シラバスは量的なもので有限のものである」  
ので，完全なシラバスというものはありえない。   
Ⅳ．中学校検定教科書の分析（E．Berendt，JAALBu11etin，No．6）  
ベレントによる中学校検定教科書（1992年まで使用されたもの）の分析は会  
話分析の視点から行われたものである。具体的には，千葉大学のSEDB  
（SpokenEnglishDataBase）と検定教科書の表現の比較をした。話し言葉の特  
徴は，About fifty percent of conversationis devoted to the maintenance of  
cooperativeprocessintheinteraction．（11）「会話の約50％は相互作用の中で協  
力的過程の維持に向けられる」とし，それを可能にするmanagingtheflowof  
conversation「会話の流れをうまくする」表現が検定教科書には少ないことを  
指摘している。そして，Referential－DescriptiveMeaning（＝thegivingandget－  
tingofinformation；tranSaCtionalpurposes）「指示的・説明的意味（情報のやり  
とりや処理的目的）」の表現が教科書には多いと分析している。結論で，Such  
imbalances in the textbooks undoubtedly reflect the misconceptions about what 
thespokenlanguageisandforwhatpurposesitisused．（12）「このような教科   
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書での表現の不均衡は，話しことばがどのようなものであるか，またどんな目  
的に使用されるのかについての誤解を疑いなく反映している」と述べている。  
これは，教科書執筆者への鋭い警告である。   
Ⅴ．話しことば（spokenlanguage）の特徴  
会話をするときには，まず，その場の状況（situation）がある。さらに，会  
話をしている人はそれぞれ相手の人に対して寛容さ（tolerance）を持っている。  
また，話しことばには書きことばよりも余分な反復（redundancy）がある。  
これは通じさせようとする意欲，コミュニケーションを積極的にはかろうとす  
る態度の結果である。このように，Situationとtoleranceとredundancyが話  
しことばによるコミュニケーションの成立を助けている。したがって，限られ  
た言語能力しかなくとも，積極的にコミュニケーションをはかろうとすれば，  
かなりの程度で通じるということになる。   
もうひとつ重要なことは，会話では必ずしも完結した文ではなしに，断片や  
句がよく用いられるということである。すなわち，Weoftenspeakinfrag－  
mentsandnotinsentences．ということである。さらに，意味の区切りでポー  
ズをおきながら比較的に短い抑揚の単位（intonationunit）で話すのである。  
Chafe and Danielewicz（1987：95）から例を引いてみよう。1行がintonation  
unitであり，…はポーズを示している。  
……Ijustthisyearhave…droppeddowntoteachinghalftime．  
血．．．WhichiswhatI’vealwayswanted．   
…．．．YouknowI’mhappyaboutit．  
…It’s a．‥terriblylongcommute，   
．．…a－ndnowI’mgoingtwodays aweek．   
……Andjustteachingonecourseaquarter．  
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．”．‥Causetheregular…teaChing10adforusissixcoursesayear・  
ここには，話しことばの特徴である言いよどみ，繰り返し（repetition），言い  
替え（paraphrasing），明確化（clarifieation）や躊躇（hesitation）なども見い  
だされる。   
Ⅵ．基礎英語（1993年度）のシラバスとテキスト  
筆者は，1991年度から1993年度まで，NHKの「基礎英語」講座を担当した。  
1年約40週で，月曜から土曜日まで週6回でそれぞれが20分の番組という構成  
である。年間を通して，ゆるやかな構成のひとつのストリーを展開し，それぞ  
れの週をひとつの単元（unit）として位置づけ，それぞれ独立したスキットを  
展開した。月曜から木曜までの4回でひとつのスキットを展開し，金曜は全体  
のスキットの復習，土曜は歌ヤクイズなどのお楽しみ番組とした。   
シラバスはIntegratedSyllabusを目指した。構造と場面と概念と機能と主  
題をうまくかみ合わせることに最大の注意を払いながら，生きた現代英語を提  
示しようと試みた。1993年度のシラバスを次に掲載する。  
NHK基礎英語1993年度放送進度予定表（シラバス）  
例文  
Hello．Sarah．／Hi．Mike．  
How areyou？  
Great．／Notbad．／Okay．／Good．  
Fine．thankyou．／Fine，thanks．  
Good morning，Vince．  
Howaboutyou？／Andyou？  
Good－bye．／Bye（．bye）．／See you．／So  
longノTakecare．  
Niceto meetyou．Mike．  
Let’slearntheA－B－C Song．   
言語材料  表現の内容  
APRIL（4月：4週）  
あいさつ   
会ったとき   be動詞（are）／you  
聞き返す   
別れるとき  
初対面のとき  
提案する  
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同意する  
自己紹介する  
感想を言う  
天候について話す  
他人を紹介する  
出身をたずねる  
出身を言う  
名前を確認する  
離れている人を指す  
ラ主意を向ける  
驚きを表す  
場所をたずねる  
場所を言う  
念をおす  
説明する  
ほめる  
肯定で答える  
Okay．  
Ⅰ’m Mike．  
Whew！It’slong．  
It．sabeautifulday．  
Vince，thisis Hiroko．  
AreyoufromJapan？  
rm from Osaka．  
Areyou Hiroko？  
IsthatMissSayers？  
Look atthecherryblossoms！  
Wow！They’r・e beautiful．  
Where？  
There．  
Helsamathteacher，right？  
She’s an Englishteacher．  
She’sverypretty．  
Yes，Iam．  
Yes．he（she）is．  
Yes．itis．  
No．Ⅰ’m not．  
be動詞（am）／I  
it  
非人称のit／冠詞（a）  
be動詞（is）／this  
be動詞の疑問文  
that  
冠詞（the）／複数  
they  
．．，right？／he  
冠詞（an）／she  
Yes，‖  
否定で答える  
アルファベット  
MAY（5月：4週）  
出身をたずねる  
No，  
Where疑問文  Whereareyoufrom？  
Wherein Brazil？  
Whereis Hans from？  
Where’s she from？  
Whatclty？  
Berlin．Ithink．  
DoyouspeakSpanish？  
DoeshespeakEnglish？  
Yes，Ido．  
Yes，he does．  
No，Idon’t．  
Idon’t know．  
YourEnglishisgood，tOO．  
He’s nice．／He’sgreat．  
You mean Hans Schmidt？   
What疑問文  
現在形／think  
Do疑問文  
Does疑問文  
推量する  
能力をたずねる  
肯定で答える  
否定で答える  
「知らない」と言う  
ほめる  
意味を確認する  
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3人称単数現在形のs  
them  
56   
念をおす  
好みをたずねる  
好みを言う  
同意する  
「だれ」とたずねる  
希望をたずねる  
理由をたずねる  
理由を言う  
種頬をたずねる  
提案する  
強く頼む  
JUNE（6月：5週）  
希望をたずねる  
IiansspeaksGerman．right？  
Doyoulike music？  
工love them，／Ilike rock．  
Me．too．／Yeah，Ido．too．  
Allright．  
Whb’s he？  
Whodoyoulike？  
Whodoyou wanttogowith？  
Why？／Why not？／Why do youlike   
him？  
He’scute．／Becauseyoulike her．  
Whatkinddoyoulike？  
Let’sgotoamoviesometime．  
Let’sgowithsomemorepeople．  
You ask Mike．  
Who疑問文  
Warlt tO  
Why疑問文／him  
because／her  
What疑問文  
Let’s／sometime  
with／some more  
What疑問文／wantto  Whatmoviedoyou wanttosee？  
Do you want to go to a movie   
tomorrow？  
Monl．Ⅰ’れIthirsty．  
How about an old one？  
Let’sgoask her．  
Yeah！GoodIdea．  
Whereis she？  
Whereis the theater？  
Shelsin the classroom．  
It’son my desk．  
Under allthose books．  
It’s at the mall．  
Yourfatherisupstairs．  
Sarah doesn’tlive near the mall．  
He’s outside．  
Doyou havetoday’spaper？  
Well，Shehasabike，right？  
By the way，do you know Mike’s   
number？  
There’soneattwo（0’clock）．   
欲求を言う  
提案する  
賛成する  
場所をたずねる  
場所を言う  
One  
2語動詞  
1n  
On   
under   
at  
upstairs  
near／doesn’t  
outside  
have／所有の’s  
has  
bytheway  
thereis  
所有をたずねる  
話題を変える  
存在を表す  
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現在進行形  
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What’shedoing？  
Whatare you reading？  
Who’sheplayingwith？  
He－ssleeplng，  
He’splaylngbasketball．  
It’sasad story，isn’tit？  
CanIhave someor’angeJuice？  
CanIgotoamovietomorrow？  
Here you are．  
Hello！／Is this Sarah？／Yes，itis．／   
Thisis Vince．／Is Mike there？／  
It’s foryou．／Itls Lori．  
＝1aVetOaSk myDad first．  
Whattime’s the movie？  
Four o’clock．／It starts at four．  
Let’s meet at3：30，  
Don’tyouhavehomework？  
Ican doittonight！  
AreyougolngtOrideyourbike？  
MydadisgolngtOtakeme．  
We’regolngtOSee Modern Times．  
How muchisit？  
Bringaboutsixdollars．okay？  
現在の行動をたずねる  
現在の行動を言う  
同意をもとめる  
許可をもとめる  
ものを差し出す  
電話で話す  
付加疑問文  
Can  
義務を表す  
時間をたずねる  
時間を言う  
確認する  
可能を示す  
予定，計画を話す  
have to  
What time．．．？  
否定疑問文  
Can  
begolngtO  
How疑問文  
…，Okay？  
値．段をたずねる  
念をおす  
数（1－10）  
JULY（7月：4週）  
予定をたずねる  
日時をたずねる  
予定，計画を話す  
存在を表す  
所属を示す  
能力を示す  
Doyou haveany plans？  
Whenisit？  
My fami1ys golng tO the park   
ton10rrOW．  
Arethere many floats？  
Areyouin aband？  
Icanplaytheflute．  
Can you playtheguitar．  
Yes．Ican．／No，IcanTt．  
Icanltsingeither．  
Theyneedmorework．  
We don’tneed a fluteplayer．  
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there are  
in   
Can  
肯定／否定  
not...either 
need  必要を表す  
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Mitsuodoesn’tneed practice．  
Isingbestintheshower，  
Singalittleslower．  
Whatdoyou do？  
Say．Mituo…．  
Let’s see．‖  
BringitandIcanhelpyou，  
Don’tworry．  
He’sreallygoodattheguitar・  
Whatdoyouthinkoftheband？  
We11，they’renotbad，aCtually・  
How’sitgolng？  
比較を表す   最上級（best）  
比較級  
意図をたずねる  動詞do  
注意をひく  
間をとる  
命令する  命令形  
否定命令形  
ほめる  be good at 
意見をたずねる  
意見を言う  
調子をたずねる  How疑問文  
AUGUST  
夏休みシリーズ（4月一7月の復習）  
SEPTEMBER（9月：4週）  
歓迎する  
同意する  
月をたずねる  
存在を表す  
スポーツについてたずねる  
スポーツについて言う  
比較を表す  
Welcome back toschool．  
Yes．that’sright．  
What month does your schoolyear   
Start？  
There arelots of differenees be－   
tween AustraliaandJapan．  
Whatsportsdoyouplay？  
Iplay football．  
He’s the beston our team．  
TheRedskins arethegreatestL  
Carlosis much better thanIam．  
Michaelis faster，StrOnger，bigger．   
andcanjumphigher．  
Whois a better basketballplayer，   
MichaelJordanorIsiahThomas？  
Who’syourfavoriteteam？  
Who’s the bestteamin Ameriea？  
Maybe the Redskins，＝maybe the   
49ers．  
We’11playthemhere，at“home．  
It willbe eoldin New York then．   
What month，．．？  
t：here are  
選択をたずねる  or  
好みをたずねる  
意見をたずねる  
意見を言う  
未来を表す  
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Shallwe．．．？  提案する  
曜日の名  
月の名  
季節の名  
OCTOBER（10月：4週）  
注意をひく  
理由をたずねる  
Listen．I’mgoingtobelate for din－  
ner．  
How conle？  
Why can’t we use calculators on   
the test？  
Imay have to take the city bus   
home．  
Wl】attimewi】】you behome？  
Maybe notuntilseven．  
You don’thave to eat a hamburger．  
Guess what？  
MayIaskaquestion，Mr．May？  
Youmuststudy”fractions．  
They use calculatorsin the real   
world．  
You havetothink for yourself．  
Iunderstand．  
1－nlSOrl‘y．  
I’m sorry for beinglate．  
Ihopeso．  
We should talk more about Austra・  
lia．  
We should have apartythisyearL  
Don’tskipany．  
可能性を言う  
時間をたずねる  
時間を言う  
必要がない  
推量する  
許可をもとめる  
義務を表す  
総称的な「人々」  
忠告する  
了解する  
謝る  
希望を言う  
強く提案する  
may  
What tjme wjll…？  
not until  
don’t have to  
nlay  
must  
they  
have to  
besorry（fol．）  
should  
否定命令形  禁止を表す  
数（1ユー20）  
NOVEMBER（11月：4週）  
人数をたずねる  
好みを言う  
決断できない  
How many players can make the   
tea汀】？  
Ilike to watchiton TV．  
Ican’t decide between soccer and  
165   
Howmany．．．？  
like to  
between  
文化論集第8号  60  
track．  
Ilm notsure yet．  
You（’d）betterdecide soon・  
What’s your advice？  
They’re right after school，aren’t   
they？  
Well，maybe trackis better，be・   
CauSeyOuWOnltgethurt．  
lsheanygood？  
Can you helphim out？  
Sure．noprob】即1．  
Me．neither．  
Ilelooks fastandstrong．  
He’s agood player．you know．  
Doyourbest．  
Can you tell me a little bit about 
Thanksgiving？  
Would youlike to comeovertomy   
house and have dinnerwith us？  
Why don’t you come over at five   
on the23l・d？  
not・．，yet  
（had）better＋動詞   
付加疑問文  
won’t／gethurt  
any   
Can  
忠告する  
忠告をもとめる  
確認する  
理由を言う  
能力をたずねる  
同意する  
様子を述べる  
念をおす  
激励する  
情報をたずねる  
招待する  
提案する  
数（40－90）  
DECEMBER（12月：5週）  
誘う  
念をおす  
驚きを表す  
確認する  
同意をもとめる  
好みをたずねる  
嫌いだと言う  
近い未来を表す  
意見をたずねる  
意見を言う  
look  
you know  
命令文  
tell．．．about  
Wouldyou．．．？  
Whydon’tyou，”？  
Doyouwanttogoforawalk？  
The Smithsonian lnstitute has a lot 
ofmuseums．doesnTtit？  
That’samazing．  
Imean thatthinglnfront．  
rIsn’tthe mallbeautiful？  
Doyouliketojog？  
Idon’tlikejogglngatall，  
What are you doirlg after school   
today？  
1t’sbeautifuLdon’tyouthink？  
Whatdoyouthinkofit？  
Well－it’sboring．Ithink．   
Doyou wantto．．．？  
付加疑問文  
mean  
否定疑問文  
1ike to  
not．．．at all  
現在進行形  
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冬休みシリーズ（9月一12月の復習）  
JANUARY（1月：4週）  
過去のことを言う  肯定文 was  
had  
規則動詞  
不規則動詞  
It was fantastic，  
That was nice．  
Ihad agreattime．  
Ijuststayed here．  
Mymothersentmesomecookies，  
Igota bunchofCDs．  
Didyougetalotofpresents？  
What did you do for Chr’istmas   
break？  
How was yourChristmas？  
Didnltyoutakeartlastsemester？  
rt．sthesameaslastyear．  
Ilike math bestofall．  
Ⅰ’mlookingforwardtoit，  
Whydid youtakeart？  
Icouldn’t fit dramainto my sched－   
ule．  
That’s too bad．  
Are you finished with your palnt－  
ing？  
What was“The Simpsons”about  
lastnight？  
疑問文  過去のことを  
たずねる   
過去のことを確認する  否定疑問文  
比較する  thesanleaS  
best...of all 
期待を表す  
理由をたずねる  Whydidyou…？  
理由を言う  
同情を示す  
終了したかたずねる  
内容についてたずねる  about  
FEBRUARY（2月：4週）  
天候について話す  現在進行形  
最上級  
否定疑問文  
月日をたずねる  
許可をもとめる  CanI…？  
様子を表す  everything／look  
It’s getting really cold these   
days．／It’s fl－eezing！／It’ssnowing．  
Februarys the coldest monthin   
Washington．  
Isn’tit nice out？  
Isn’titlovely？  
WhatdaylSit？  
CanIborrowyourmittens？  
Evel‾ythinglookswhite．  
Youlook terrible．  
Letmetake your temperatul－e・  
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好みの選択をたずねる  Which…，AorB？  Which do youlike better，Winter   
or summer？  
What’s wrong？  
What’s the trouble？  
Idon’t feelwe11．  
Ihave a headache．  
Take this to a drugstore and get   
yourmedicine．  
You’d better see a doctor．  
WhatasurprlSe！  
Istheresomethinginit？  
Therewasthe4thofJuly．  
体の具合をたずねる  
体の具合を言う  
命令する  
忠告する  
驚きを表す  
存在をたずねる  
存在を言う  
had better  
MARCH（3月：5週）  
春休みシリーズ（読み物「レ・ミゼラブル」）  
（1月－2月の復習）  
以上のシラバスは，統合シラバス（integrated syllabus）のひとつの試みで  
あった。   
次に，意味のある自然な談話を各スキットで展開しようとした。会話の特徴  
に注意を払い，話題の切り出し方やつなぎ方，人間関係を維持するための協調  
の原理，等に注意を払った。例をあげてみよう。  
SKIT 17 
Maria：   
Mitsuo：   
Mal－ia：   
Mitsuo：  
Maria：  
Mitsuo：  
Say，Mitsuo．Youplaytheguitar．right？  
Yeah，Ido．  
Areyou prettygood？  
Well．Idon’tknow－butIplayeveryday．  
Great．Whydon’tyoujoin ourband？  
Okay．  
Mar．ia：Can you practicetonight．Vince？  
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VirlCe：No，Ican’t．Ihavetodomyhomework．′  
Maria：Well，yOuCan bringitand doithere．  
Vince：Actually，itisSpanish．  
Maria：Great！Bringitandlcan help you！  
Maria：Let●ssee．Whatkindofmusic arewegoingtoplay？  
Mitsuo：Let’s make our own．  
Maria：No，thatrs too dimcult，We have to startwith the basics．  
Mitsuo：Okay．Wecanplayoldies．  
Maria：Car】yOU read music，Vjnce？  
Vince：Um…．No．notr’eally．  
Maria：Well，yOu havetolearn．  
Vince：Don’tworry．Ihave agoodear．  
Maria：We hope so．  
63   
Mariaが音楽好きの友達を集めてバンドを作り，練習を始めるという場面設  
定である。ダイアログを書く時に，最大の注意は，会話の自然な流れを作り出  
すことに向けられた。基本的には，それぞれの初話が，抑揚の単位  
（intonationunit）におさまるようにした。Griceの言う協調の原則（theCo－  
operativePrinciple）にも配慮した。このスキットから具体例をいくつかあげ  
てみよう。会話の切り出しに，Say，を，軽く確認する表現に…，right？を，つ  
なぎの表現にWell，やLet，ssee．を，いいよどみの表現にUm．．．を使用した。  
さらに，完全文だけでなく，Say，Mitsuo．／Okay．／Great，／No，nOtreauy．な  
どの断片や句も使用した。全体のスキットは情報の交換だけでなく，人間関係  
の維持や相互交渉の表現を入れ込み自然な会話の流れにしてある。人間関係の  
維持に関わる表現は，Great．Why don’tyoujoin ourband？／We11，yOu Can  
bringitanddoithere．／Don’tworry．Ihaveagoodear．／Wehopeso．等であ  
る。3番目のスキットは全体が相互交渉になっている。  
以上のように教材開発という分野は，応用言語学のさまざまな知見の影響を  
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受けている。そして，教材開発者は，学習者によりよい教材を提供できるよう  
に奮闘しているのである。  
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英文要旨  
ANewDirectioninEnglishTeachingMaterials  
HisatakeJimbo  
This paper tries to elucidate how such appliedlinguistics fields as pragmatics，dis・  
courseanalysisandstudiesofsy11abusesinfluencethematerialsdevelopment．  
Pragmaticsis concerned with the use oflanguagein communication．As DellHymes  
（1966）stated．“there are rules of use．without which the rules of grammar would be  
useless．”The rulesofgrammarand thel・ulesofusedonotexcludeeach other．Thegram－  
maticalrulesandtheprincIPlesoflanguage usearecomplementary．  
Does the development of syllabusin teaching English reflect this fact？Theidea of  
Syllabusin teaching English as a forelgnlanguage probably goes baek to Harold Palmer  
（1917）and his proposalforanIdealStandard Programin which thelearnergoes through  
the three stages：Introductory、Internlediate，atld Advanced．Theidea of grading the  
teaching materialsis at the center core ofhis program；for him．Lgradation means passing  
fromtheknown tothe unknownin easy stages．  
Theidea of structuralgrading，thelinear sequenclng Of structures，WaS further de－  
veloped bythestructurallinguist，CharlesC．Fries．Hissentence－Patter・ngrammarCreated  
pattern practiceandplayedaplVOtalroleinthedevelopmentoftheaudioLlingualmethod．  
Both Palmer’s and Fries●sy11abuses were pr’imarily struetural，grammaticalitems  
beingarrangedintoan orderjudged suitable forteaching．Thestructuralsyllabusproved  
tobeveryuseful，buttheproblemitpresentedwasthatthecontentofthematerialsisnot  
VerylmPOrtantin apurelystructuralsyllabus．  
To overcome this weakness．theidea of situation or context wasintroduced．A  
Situationalsyllabus was created，in which thepresentationoflanguage materialsis based  
On SuCh situations as athome，atSChool，atthestor’e，atthepostoffice，atthe alrpOr’t，and  
SOOn．Manyconversation textbookstend tousethiskindofsyllabus．  
The next stage was the attempt to combine the strueturaland situationalsyllabuses．  
The result was the situationalized structure syllabus，in which the structureis first  
Selected from thegradingsystem andthenasituationis created thatwilldemonstratethat  
StruCtul‾alpoint．  
The mostinnovative sy11abus we have so faris the notional・functionalsy11abus，in  
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Whichlanguage contentis arranged through notions（＝conCePtS and meanings）and func－  
tions（＝speeCh acts）．Thjssyl］abushas beengreatlyinfluenced bysuch seiences aspragL  
maticsanddiscourseanalysIS．  
For the past two decades many writers of English textbooks have been greatlyin・  
debtedtothisnewsyllabus．The pr・eSentWriterofthis paperis noexceptlOn．Iattempted  
tointegratestructural．situational．andnotional－functionalsyllabusesinthe1991and1993  
NHK Basic English programs．Itried to maintain the delicate balancing of topics，StruC・  
tures，Situations，nOtions and functions．Both programs presentedinteresting content for  
realandfalsebeginnersin meaningfuland relevarltSPOkendiscourse．Much attention was  
given to the characteristics ofspoken English with the aim ofhelpinglearners gain basic  
COmmunicativecompetence．  
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